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要 旨 
 今を生きる若者が、自分のことばで自分自身や自分の考えを表現する力、他者
に対する共感的理解力、多様性を受容する態度等を身につけ、人生を切り拓ける
よう指導することは重要だ。筆者らは本学において、若者の自己実現を支援する
ため、Draw My Life（１）という動画を利用したワークショップを開催している。 
 Draw My Life の発表者は、その制作過程やワークショップにおいて他者と対話
することにより、多くの気づきを得、自らの認識を変えたり、新たな認識を付け
加えたりすることがわかった。そうした認識変化は、一つは自らのふるまい方や
他者との関係性を多様にする経験、もう一つは自分の「これまで」を再構成し、「こ
れから」の自分の立ち位置を明確にする経験として意味付けられるものだ。 
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１．はじめに 
近年、日本企業のアジア等を中心とする海外事業展開や、人口減少と超高齢化が加速す
る中、国境を越えて活躍できるグローバル人材の育成・確保の重要性が高まっている。そ
して、グローバル人材育成の場は、企業から大学をはじめとする教育機関にシフトしつつ
ある。日本経済団体連合会がまとめたアンケート結果(２)によると、産業界が卒業時に大学
生に期待する素質、能力、知識のうち、突出して高いポイントとなったのは、「主体性」と
「コミュニケーション能力」の 2 つだった。これらを大学教育において養成することが、
求められている。 
どこを舞台に活躍するにしても、自分のことばで自分自身や自分の考えを表現する力、
他者に対する共感的理解力、多様性を受容する態度等が不可欠である。今を生きる若者が
こうしたものを身につけ、自分の人生を切り拓けるよう指導することが重要だ。 
筆者らは若者の自己実現を支援するため、本学において 2015 年度より年 3 回、「コトバ・
わたし・未来」ワークショップ（以下、WS とする）を開催している(３)。WS では、「Draw My 
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Life（ドローマイライフ）」という動画を利用し、コミュニケーション・スキルを身につけ
るための活動を行う。Draw My Life（以下、DML とする）とは、自分の生い立ちをホワイ
トボードに描き、描画の様子を撮影し、その映像を早送り再生で編集したものに、ライフ
ストーリー(４)のナレーションを付けた動画である。毎回、一人の発表者が事前に制作した
DML を WS 参加者に披露し、その内容や発表者自身について質疑応答を行い、感想等を共有
する活動を行っている。 
昨今、情報通信技術（ICT：Information and Communication Technology）を教育に利用
する事例が増えており、中でも、デジタルストーリーテリング（Digital Storytelling、
以下、DST とする）(５)の教育実践が世界中で広がりを見せている１）。国内大学での実践事
例として、須曽野ら（2008, 2009, 2010）や松川（2011）などがある。三重大学教育学部
附属教育実践総合センターの須曽野らは、2005 年より教育現場で DST を活用する取り組み
を進め、大学授業や三重県内の小中学校で、学習者が様々なテーマでデジタルストーリー
を制作し、学習活動に活かしている２）。松川も 2009 年から大学授業や一般向けのワークシ
ョップに DST を取り入れ、デジタルストーリー作品を通じた知識の共有や対話、情報発信
を試みている３）。 
先行研究において、DML を利用した教育及び若者支援の実践研究はないに等しい。後に
詳述するが、DML の制作過程は他者と対話し、自分を見つめ直す機会となる。「これまで」
どのように生きてきたかを語ることは、経験を意味づけることになり、「これから」どのよ
うに生きていくかを考え、未来に向けて意思決定をするための礎となる。こうしたことは、
若者の自己実現を可能にする要素の一つであると考える。 
本稿では、2 名の DML 発表者を事例として取り上げ、DML 制作や WS での発表において、
他者との対話によって生じた発表者の認識変化を明らかにし、その経験の意味を考察する。
まず、DML 制作について概略的に説明した後、発表者 2 名の DML のあらすじを紹介する。
次に、WS 後に発表者に対して行ったインタビューの語りを分析し、発表者が DML 制作や WS
発表において、何を感じ、考え、気づいたかを明らかにする。その上で、他者との対話に
より、発表者の認識がどのように影響したか。それがどのような経験として意味生成され
るかを考察する。 
 
２．発表者 2 名の DML 
WS は、日本人、留学生、外国につながる人に、自分の「これまで」と「これから」を語
り、分かち合う機会を提供するもので、年 3 回実施している。毎回、本学の学生をはじめ、
地域の中高生や教員、様々な団体に属する人が多数参加する。 
WS では、まず知らない者同士が互いを知り、緊張をほぐすためのアイスブレイクをし、
次に自分の意見を表に出すための練習（ブレインストーミングの活動）を経て、発表者が
制作した DML を視聴し、質疑応答や意見交換などを行う。こうした活動は、互いに関心を
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示し、共に居心地のよい場を作りながら、多様な人と円滑なコミュニケーションが行える
よう、そのスキルを身につけることを目的としている。 
各回 1 名が DML を披露することにしており、これまで 5 名が発表した。このうち、筆者
がインタビューの聞き手として、ライフストーリー原稿の作成に協力した 2 名の発表者を
事例として取り上げる。一人は韓国人留学生の S さん（女性）、もう一人は日本人学生の T
さん（男性）だ。S さんも T さんも自分が発表者でないときに、DML 制作協力者や WS スタッ
フとして活動した経験がある。 
ここでは、DML の制作要領を簡潔に解説した後、S さんと T さんの DML のあらすじを紹介
する。 
(1) DML 制作要領 
DML とは、自分の生い立ちを絵にし、その描画の様子を撮影した映像を早送り再生でつ
なげ、ライフストーリーのナレーションを入れて編集した動画である。ノートなどの端に
絵を描いてページをめくる「パラパラ漫画」をイメージし、それをホワイトボードとデジ
タル機器を使って作ると考えれば、分かりやすいだろう。 
表 1 は、DML 制作の流れを示したものである。以降、順にその過程を解説する。 
まず、制作協力者としての聞き手が、発表者に生い立ちについてインタビューを行う。
一通り話を聞き終わった後、10 分程度の DML 作品に仕上げるため、数々のエピソードの中
から何を選択するか、どのような内容・構成にするかなどを相談しながら決める。 
次に、発表者自身が自らのライフストーリーを書く。それを聞き手が読み、言いたいこ
とや意図などを発表者に確認しながら共に原稿を修正していく。 
こうして原稿ができると、次はそれを絵に描いて表現するため、ストーリーを場面ごと
に区切って通し番号をつけ、絵コンテを作成する。この作業では、描画の様子を撮影する
撮影協力者の学生数名が、絵の構図や描き方などをアドバイスしたり、アイデアを出した
りする。 
最後に、発表者が絵コンテをもとに一場面ずつホワイトボードに絵を描いていき、その
様子を撮影する。撮影は、発表者と撮影協力者のスケジュールを調整し、少しずつ進めて
いくことになるが、毎回、同じ条件（明るさ、カメラの位置など）になるようセッティン
グに注意する。 
撮影の合間を見て、ライフストーリーのナレーションを録音する。このときもストーリー
をある程度に分割し、聞き手が言い間違いや発音、聞きやすさなどをチェックしながら、
部分ごとにナレーションをとる。 
以上、DML の素材（描画の映像、ナレーションの音声）をすべてとり終えたら、動画編
集者へ送り、DML 作品に仕上げてもらう。 
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表１ DML 制作の流れ 
WSまでの時間 作業内容 担当者 
8 週間前～ ① 発表者の生い立ちについてのインタビュー 発表者、聞き手 
② ライフストーリー原稿の作成 発表者 
③ ライフストーリー原稿の修正 発表者、聞き手 
6 週間前～ ④ 絵コンテの作成 発表者、 
撮影協力者 5 週間前～ ⑤ 描画の撮影 
 
⑥ ナレーションの録音 発表者、聞き手 
2 週間前～ ⑦ 素材（描画の映像、ナレーションの音声）を
動画編集者へ提出 
外注 
 
(2) 発表者 S さんの DML（あらすじ） 
S さんは韓国出身で、家族は両親と 2 歳上の姉がいる。父の仕事の都合でよく引っ越し
たのでその度に幼稚園が変わり、友達と別れるのが嫌でよく泣いた、寂しい記憶がある。 
幼稚園から小学 2 年生までは姉と一緒にバレエを習ったが、小学 5 年生のとき、母の勧
めでジャズダンスサークルに入った。やってみると思ったより面白く、年に 2 回開かれる
ジャズダンスの全国大会出場を目指して、友達や先生と共に練習に打ち込んだ。残念なが
ら全国大会で賞をとることはできなかったが、友達と一生懸命に練習し、全国大会の出場
権を勝ち取ったことは、小学校生活の中で一番記憶に残っていることだ。 
中学時代には、大きな変化があった。中学 3 年が始まるとき、英語が好きな姉の積極的
な勧めで韓国を離れ、母と姉と共にフィジーへ留学することになった。だが、フィジーに
行ってから中学を卒業するまでの 1 年、S さんは見知らぬ環境に適応せず、友達もできず、
英語で意思疎通をしようという努力もしなかった。ただ、なぜ自分がここにいるのか理解
できずにいた。 
インターナショナル高校入学後、S さんに変化が生じた。その高校は 50 ヵ国から来た生
徒たちが通うところで、アジアの学生も多かったため、少し自信が持てるようになった。
英語はよくできなかったが、自分から先に近づいていき、多くの友達をつくった。次第に、
さらに多くの人と話せるようになり、英語の実力が向上していると実感した。 
高校時代で一番記憶に残っていることは、友達と共に上演したミュージカル「ライオン
キング」だ。S さんはピアノ担当だったが、6 歳から小学 6 年生まで当然のように学んだた
め自信があった。連日、夜遅くまで練習し、3 日間、延べ 2,000 人の観客の前で公演した。
S さんは、最初から最後まで一人でピアノの責任を負わなければならないという負担感や
緊張感で手が震えたが、大きな失敗なく成功で終えることができ、とても誇らしかった。 
高校 3 年終了後、S さんは韓国に戻った。帰国後は、高校卒業検定試験を受けたり、ア
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ルバイトをしたり、TOEIC の勉強をしたりした。1 年後には韓国で大学に入ったが、自分に
合わない専攻だったので退学し、父と一緒に仕事をすることにした。その頃、第二外国語
として日本語を習い始めた。習えば習うほど日本語が面白くなり、日本に住みたいという
思いが強くなった。それで、日本へ留学した。S さんは今、日本の生活の中でどんなこと
が起こるか、どんな人と出会うか、どんな未来が待っているか、とてもワクワクしている。 
(3) 発表者 T さんの DML（あらすじ） 
T さんは、男 3 兄弟の末っ子として生まれた。兄二人とは 10 歳以上離れていたため、甘
やかされて育った。4 歳のときに父親が亡くなったが、幼かったので記憶はほとんどない。 
小学校低学年の頃は、よく嘘をついていた。ある日、T さんの嘘が原因で初めて母の涙
を見た。そのとき、「二度と嘘をつくな！正直に生きろ！」と母に言われ、母の言葉を素直
に聞き入れすぎた T さんは、バカ正直で、建前や思いやりのない子どもになった。それで、
いじめられるようになってしまった。 
小学 5 年生のとき、T さんにとって非常に大切な出会いがあった。オーストラリア人の
ALT（外国語指導助手）、D さんだ。T さんは下手な英語で彼に話かけては、サッカーやＦ1
の話をした。 
T さんはいじめを受けたまま小学校を卒業し、中学校へ進学したが、中学校でも環境は
大きく変わらず、いじめは続いた。中学 1 年生の 9 月頃から不登校になり、母の勧めでＭ
市にある、不登校の生徒が通う教室へ行くことにした。 
中学 2 年生のとき、小学校で出会ったあの D さんが中学校の専任講師になり、不登校の
T さんを心配して、週に 1～2 回、マンツーマンの英語レッスンを提案してくれた。そして、
1 年間、いろいろな話をしたり、互いの言語を教え合ったりした。そのとき初めて、家族
以外の人に自分を認めてもらえる喜びと、満足に言葉が通じなくても人は心でつながれる
ことを感じた。しかし、中学 3 年生の夏に、D さんは帰国してしまった。その頃、T さんは
再びいじめにあっていたので、彼にお別れを言うことができなかった。 
その後、T さんは定時制高校に進学した。入学して間もなく、ヤンキーの友達ができ、
一緒に遊ぶようになったが、夏休みが終わると、彼は学校に来なくなった。以降、孤独な
学生生活を送った。高校 4 年生のとき、T さんは体育祭で足の肉離れを起こし、1 カ月ほど
車椅子生活になってしまった。このとき T さんを助けてくれたのは、あのヤンキーの友達
だった。彼は高校 3 年生の夏休み後、普通の子になって帰ってきていた。彼は T さんにとっ
て、自分が辛いときに助けてくれた初めての同級生であり、家族以外の日本人だった。 
T さんは高校を主席で卒業し、大学に進学した。大学では国籍を問わず多くの友人をつ
くり、英語やスペイン語を学び、アメリカへ短期ビジネス留学するなど、有意義な大学生
活を送っている。さらに、大学授業がきっかけで始めたモータースポーツのアルバイトで
は得意の語学を生かし、様々な国の外国人スタッフにできるだけ相手の言語で声をかけ、
コミュニケーションをとった。 
Draw My Life発表者の認識変化に関する一考察 85
T さんはこれまでの自分の人生をふり返り、純粋な日本人でありながら、まるで日系人
のような人生を送ってきたと感じている。そこで初めて、いじめを受けていたことに対し、
前向きに考えられるようになった。今の自分がいるのは、日本人にいじめられて、日本の
中で疎外感を抱き、外国への憧れを強く持てたからだ、と。T さんはこうした経験を活か
しつつ、立派な国際人になりたいと思っている。 
 
以上、発表者 2 名の DML のあらすじを紹介した。S さんの DML は、何かに挑戦し、努力
して達成したストーリーに、他方、T さんの DML は、いじめという困難を乗り越えた経験
を前向きにとらえ直し、諦めないことを伝えるストーリーになっている。 
次章では、発表者 2 名の事後インタビューの分析結果を報告し、DML 制作過程と WS 発表
において、発表者が何を感じ、考え、気づいたかを明らかにする。 
 
３．発表者の事後インタビュー分析 
(1) 分析方法 
WS 発表の約 2 カ月後(６)、DML 制作や WS 発表を通じた発表者の認識変化等を見るため、
発表者それぞれに 1 時間程度のインタビューを行った。「DML を作ろうと思ったのは、なぜ
ですか」という質問から始め、その後は、時系列に DML 制作過程や WS 発表での出来事や経
験などを聞く、半構造化インタビューである。その時々に発表者が感じたこと、考えたこ
と、人と話したことなどについて詳しく話を聞いた。インタビューを始める前に、発表者
にインタビューの使用目的等を説明し、記録のため IC レコーダーに録音することの承諾を
得た。 
インタビューの分析にあたり、まず、録音データを逐語文字起こしし、文字テキストデー
タを作成した。次に、インタビューの語り手（発表者）がくり返し使うことばや象徴的な
フレーズに留意しながら小見出しをつけ、テキストを分節化した。その分節化したデータ
を 2 名の発表者それぞれに分析し、他者との対話等に関する語り、他者の目線を意識した
語りを抽出した。他者との対話が、発表者の認識変化を引き起こすと考えるためだ。 
分析の観点は、DML 制作直前から WS 発表までの間に何が起こり、その時々に発表者が何
を感じ、考え、気づいたかである。 
(2) 発表者の事後インタビューの語り(７) 
1） DML 制作の動機 
S さんは DML の発表経験者に、大変だけどやってみたらすごく楽しいという話を聞いて
いた。日本に来てから「日本語で自分を出す」機会がなかったので、一回やってみようと
思った。ただ「絵がへたくそ」なので少し不安があった。 
T さんは、これまで何人かの DML 制作に協力したり、WS スタッフとして活動したりして
きた。その中で、DML 制作に興味を持ち、他の人より面白い作品が作れるのではないかと
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思った。また、WS で発表者にスポットライトが当たるのも羨ましく感じた。DML を通じて
自分のことを知ってもらい、自分の経験を「若い子たち」に伝えたいと思った。 
2） DML 制作について 
DML 制作で、S さんと T さんが第一に考えていたことは、視聴者が見やすいことだった。
DML のナレーションは日本語だが、WS には日本語が母語でない人も参加するため、絵から
自分のストーリーを想像しやすいように、絵の大きさや登場人物の表情などに気をつけた。
さらに、T さんは WS 参加者の多様な母語を意識し、絵の吹き出しなどに英語やポルトガル
語を併記した。 
第二に、描画の効率を考えた。二人とも自分は絵が下手だと思っており、苦手意識があ
る。そこで、何度も同じような絵を描かずに済むよう絵の配置等を工夫し、簡単で分かり
やすい絵を描き、部分的に消去して描き足す手法をとった。 
描画の効率を高めることは、作業時間の短縮につながる。描画の撮影は、撮影協力者と
共に行ったが、S さんには、彼らの自由時間を奪っているような罪悪感があった。また、
カメラをセッティングし、絵を描き、撮影する作業は想像以上に大変な作業で、とにかく
「めんどくさかった」。このとき、S さんは「ほんとにめんどくさいのが嫌な」ので、なぜ
これをやることにしたのか、自分で自分が理解できない気持ちだった。 
だが、撮影協力者は毎回、当たり前のように手伝いに来てくれた。S さんも T さんも、
手間のかかる作業を撮影協力者と共にする中で、「仲間ができた」、より親しくなれたと実
感している。T さんは一人だと「気持ちが入らない部分もある」が、仲間が一緒にいてく
れたことで楽しみながら制作できた。特に国籍や考え方の違う人からのアイデアやアドバ
イスがありがたかった。 
3） 聞き手との対話 
DML 制作、WS での発表という一連の活動において、人と対話したり、交流したりする場
面が多くあった。その中で、発表者 2 名に多くの気づきが見られた。 
DML 制作にあたり、生い立ちについてインタビューを受けたとき、S さんは、ピアノを習っ
ていたことを「当然」だと話した。「当然」とは、どういうことかと聞き手に問われ、S さ
んが韓国では女の子なら幼稚園から小学生の間にピアノを習うのは普通のこと、当たり前
のことだと説明すると、聞き手は、日本には女の子ならピアノを習って当然だという一般
論はないと応じた。S さんはこれまで、自分がピアノを習ったのは当然で、普通だと思っ
ていたが、日本では女児のピアノレッスンは当たり前ではなく、当然視しないことをこの
とき初めて知った。 
他方、T さんは、ライフストーリー原稿の作成時、その締めくくり部分でいじめられた
経験をふり返り、前向きにとらえ直した際、「日本人にいじめられて、日本と日本人に対し
て嫌悪感を持ち、外国への憧れを強く」したからこそ、今の自分がいると書いた。T さん
は「自分を認めて」ほしかったのに「認めてもらおうってすればするほど認めて」もらえ
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ず、「仲間外れにされた」という経験から、日本や日本人が嫌いだという気持ちになった。
そんな T さんを助けてくれたのが、外国の友人だった。 
聞き手は原稿を読み、T さんの心情が分からないわけではなかったが、「嫌悪感」という
表現に不穏を覚え、嫌悪感という表現は強すぎるのではないか。疎外感のほうが適当なの
ではないかと意見した。なぜなら、これまでに出会った日本人の中には親身に T さんを支
えようとした人もいたはずだ。そうした人も含めて「日本人」と一括りにし、「嫌悪感を持」っ
ていたと表現するのはどうかと思ったからだ。また、この DML を通じて新たに T さんと出
会う日本人が、どう感じるかも考慮すべきだろう。今後も自分の経験を語り、伝えること
で、若者を勇気づけたいと T さんが考えるならなおさらだ。 
こうしたことについて対話を重ねた末、T さんは最終的に「日本の中で疎外感を抱」い
たという表現を選択した。今も日本と日本人に対する「嫌悪感」という気持ちに変わりは
ないが、T さんは言葉の重みに気づいた。言葉には力があるから、これからそういうこと
に「いろいろ気をつけなきゃいけないのかなぁ」と思うに至った。 
 
T：「自分自身の中で解決する部分っていうのは、そういうちょっと強い意味を持つよう
な言葉でもいいんでしょうけど、でもやっぱり世に出す時に〔中略〕多くの人に見て
もらうってなると、そやって、言葉を柔らかく変えることっていうのは、大切なんだ
なって〔中略〕。それはすごくありがたい指摘だったなと」思う。 
4） WS での他者との交流 
WS で、S さんと T さんはそれぞれに DML を発表し、中高生から 70 歳代の人まで、幅広い
年齢層の人たちと出会い、対話し、交流した。 
T さんは、大人の参加者にメンタル面をほめてもらえたことがすごく嬉しかった。大人
が T さんの「折れない心、諦めない心、ネバーギブアップっていう部分をリスペクトし」、
今、「自分の本当にやりたいこと〔中略〕を見つけて、頑張っている」姿を評価してくれた。
「正直全部が全部うまく伝わったとはその日全然思えな」かったが、「そこをしっかり動画
を通して伝えられたというか、そこを拾ってもらえた」ことで一定の達成感があった。 
一方で、自分のメッセージを「若者に届けるには一回じゃ難しい」と感じた。T さんは
自分が生い立ちや経験を語ることで、「人に何か影響を与え」、「人を変えられる」と考えて
いる。決して諦めず、人と関わっていけば、必ず道は開けると伝えていきたい。 
S さんは、WS 参加者に「他の人にも見せたいよ」、「よかった」、「面白かった」などのコ
メントをもらった。中でも、「羨ましい」人生だと言われたことが印象に残っている。 
（以下、引用文中の(・)は発話内の沈黙や休止を表す。） 
 
S：「なんか私は私の人生が(・)他の人と同じ？同じぐらいの人生だと思いますけど、あ
んまり面白くもないですし。〔中略〕なんか皆「すごく面白い人生だよ」って言って
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くれるのがなぜだろうって思ったんですね。〔中略〕私は当たり前の人生、皆と同じ
人生、誰(と)も変わらない人生だけど、なんか「面白いよ」、「楽しいよ」って(･･･)
「楽しい人生過ごしてるね」って言ってるのは、うん、なぜかなって」 
5） WS での発表を終えて 
S さんは、DML 制作や WS 発表をふり返り、「めんどくさいのが嫌」で、「なんでこれをし
たかな、私」と思うこともあったが、「私の動画はけっこうよかった」し、「WS ですごく私
楽しかったので、やっぱり、この WS してよかった」と思っている。WS では様々な人と話
し、いろいろな考えを聞くことができたので勉強になった。また、自ら WS スタッフとして
活動することで「責任感」が強くなったように思う。「韓国とフィジーでは私は普通に、普
通の学生だったし、〔中略〕「私やってみたい」と言ったこと、今までほんとに一回もなかっ
た」。WS に参加する意味は、S さんにとって今はまだ小さいが、これから人とのつながりを
広げていくことで大きくなると感じている。 
また、S さんは DML 制作を通じて、自分の気持ちの変化に気づいた。フィジーにいた頃
は英語が嫌いだったので、帰国し、父も一緒に家族で暮らせることが嬉しかった。その後、
日本語を勉強し、留学したが、ずっと英語の勉強を続けていればよかったと思うようになっ
た。続けていれば「今はもう 10 年ぐらいになる」ので、「英語(が)ペラペラに」なってい
ただろう。英語ができれば「いろんな仕事とかいろんな機会がもっとある」はずだから、
今は将来のために英語の勉強に力を入れ、WS にも今年中は参加したいと考えている。 
T さんは DML を参加者に見てもらい、「今まで僕のことを知らなかった人に僕のことを
知ってもらえた、〔中略〕つながることができたっていう意味で、僕はほんとにやってよかっ
た」と思っている。WS のような場で「新しい人と出会う、新しいつながりができるという
のは、非常に有意義だ」。今後、機会があれば様々な場で DML を見てもらい、いじめられて
いたり、将来に不安を感じたりしている若者を支援したいと考えている。 
 
４．事後インタビューの考察 
前章では、事後インタビューにおける発表者の他者との対話に関する語り、他者の目線
を意識した語りを抽出し、S さんと T さんが他者との対話から感じたこと、考えたこと、
気づいたことなどを具体的に見た。ここでは、他者との対話による相互作用が、発表者の
認識にどのように影響したか。また、それがどのような経験として意味生成されたかを考
察する。 
まず、発表者 2 名の DML 制作及び WS 発表は総じて、いわば成功体験だったことが推察さ
れる。発表者は WS で DML を披露することによって、各々、自らの過去の経験を参加者と共
有し、これまでの生き方や心持ちなどが賞賛されるという経験をした。こうして発表者が
一定の達成感を得たことは、S さんの「WS ですごく私楽しかったので、やっぱり、この WS
してよかった」という語りをはじめ、発表者の WS に対する肯定的な語りから確認できる。
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だが、発表者の DML 制作や WS 発表における営みは、単なる成功体験にとどまらない。その
経験の意味を、二つとらえることができる。 
一つは、発表者が他者との対話から多くの気づきを得、自分の認識を変えたり、新たな
認識を加えたりし、自らの過去の経験を再構成する経験であったと見ることができる。 
S さんの事後インタビューの語りでは、「当たり前」、「普通」という言葉がくり返し使用
された。S さんにとっては、自分がピアノを習っていたことも、フィジーへ留学したこと
も「当たり前」で「普通」のことだった。だが、まず聞き手と対話し、S さんは、日本で
は女児のピアノレッスンが当然視されないことを知り、自らのピアノレッスンを当然のも
のとしない聞き手の認識を目の当たりにした。こうして新鮮な驚きと共に自らのピアノ
レッスンの経験に対し、もう一つ、当然ではないとする新しい認識を加えることになった。
次に、WS で参加者と対話し、「面白くもない」と思っていた自分の人生が「羨ましい」人
生だと言われ、参加者に「面白い人生」だと評された。その理由が何なのか S さん自身は
分からないが、こうした他者の見方に触れ、「なぜだろう」と考えることで、これまでの人
生を再解釈することになる。すなわち、かつて自分にとって当然だった経験が、他者との
対話により、新たな意味が付与されたものとして再構成されるのだ。 
他方、T さんも他者との対話により、自らの言葉の認識を変え、新たな観点で他者との
つながりや関係性を見直すことによって、自らのふるまいを変えることになった。T さん
が「日本人に対して嫌悪感を」持つことは、いじめを受けたという苦痛を思えば、T さん
にとって当然の成り行きだった。だが、聞き手との対話の末、これまで親身になってくれ
た日本人や、これから新たに出会う日本人がどう感じるか、どう受け止めるかという他者
の観点を受け入れ、思いを巡らせた。結果、T さんの心中で多少の葛藤があったものの、「疎
外感を抱」いたというソフトな表現を選択するに至った。他者との対話によって、T さん
の「嫌悪感」という感情そのものが変わることはなくとも、言葉の重み・力に気づき、言
葉に対する認識を新たにし、他者からの見方等を自分の中に取り込むことで、言葉の持つ
影響力を考慮し、感情表現を修正することができた。これは、他者との出会いやつながり
を大切にしたいという T さんの意思の表れでもあるだろう。つまり、言葉や他者との関係
性についての認識変化が、自らのふるまい方の選択肢と、新しい他者との出会いの可能性
を豊かにしたのだ。 
もう一つは、発表者が自分の「これまで」を語ることによって、過去－現在－未来とい
う人生の時間軸の中で、連続した自己として自らを再構成し、「これから」を見据える経験
としてとらえることができる。 
T さんは、いじめを受けていた過去の自分という認識と、いじめを乗り越え、大学で好
きなことを頑張っている今の自分という認識を、自分の「これまで」を語ることによって
自分の経験を中高生に伝えることで支援したいという、連続した自己として再構成した。
人生を物語ることは、現世代から、次の世代や未来世代へのコミュニケーションの重要な
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道具となる（やまだ,2000）４）。T さんは DML を「若い子たち」とつながる道具とし、いじ
められていたり、将来に不安を感じたりしている若者を勇気づけたいと考えている。その
ため、今後も機会があれば様々な場で DML を披露し、就職しても若者支援活動を続けたい、
と「これから」の自分のあり方を表明している。 
S さんも、移動し変容する過去の自分と今の自分を、連続する自己としてとらえ直し、「こ
れから」の目標を明確にした。フィジーにいた頃の自分は英語が嫌いだったが、今の自分
は未来の可能性を広げるため、英語が必要だという認識に変わった。また、S さんの自分
に対する認識は、かつては自分から何かをやりたいと言うような学生ではないというもの
だったが、DML 制作をきっかけに、今は自ら WS に関わり、スタッフとして活動し、責任感
が増した自分という認識に至っている。事後インタビューでは、今は英語の勉強に力を入
れ、WS にも今年中は参加したいと目標を語った。 
以上に見たように、DML 制作や WS 発表での他者との対話による営みは、発表者の認識を
変えたり、新たな認識を加えたりするものであった。そして、そうした経験の意味として
2 つのことを見出すことができた。一つは、他者との対話による自らの認識変化が、自ら
のふるまい方の選択肢や、他者との関係性を豊かにするという意味である。もう一つは、
自分の人生を語り、過去－現在－未来という人生の時間軸の中で連続した自己として自ら
をとらえ直し、再構成することによって、未来を見据えるという意味である。 
 
５．おわりに 
本稿では、発表者 2 名の事後インタビューにおける語りを分析し、発表者が DML 制作や
WS 発表において他者との対話から多くの気づきを得、自らの認識を変えたり、新たに付け
加えたりすることを明らかにした。さらに、そうした認識変化は、自らのふるまい方や他
者との関係性を多様にする経験、未来へと向かう自分の立ち位置を明確にする経験として
意味生成されるものだった。 
自分の「これまで」を語り、他者と対話することは、「これから」の礎となる。さらに、
語りの場は、「未来」への一歩を踏み出す場でもある。したがって、自分を語り、表現する
場を提供すること、そこで「わたし」を語るための「コトバ」が獲得できるよう援助する
ことは、若者を自己実現へと導くことになろう。本研究で得られたことを、今後の WS 展開
に活かしていきたい。 
また、対話は聞く人がいて初めて成立し、相互行為であることを考えれば、発表者だけ
でなく、インタビューの聞き手であった筆者や WS 参加者が、どのような影響を受けたのか
についても考察すべきだろう。これは今後の課題とし、別稿に譲ることとする。 
 
（注） 
（１）Draw My Life は 2013 年 1 月にアメリカの YouTuber が始めた、投稿動画コンテン
Draw My Life発表者の認識変化に関する一考察 91
ツの一種である。本研究の Draw My Life がどのようなものであるかは本文で詳述
する。 
（２）一般社団法人 日本経済団体連合会「グローバル人材の育成・活用に向けて求められ
る取り組みに関するアンケート結果」2015 年 3 月 17 日 
http://www.keidanren.or.jp/policy/2015/028_honbun.pdf#page=15（2016 年 9 月
17 日閲覧） 
（３）舟橋宏代氏（本学教授）、伊藤由香氏（学生支援課）をはじめ、学生スタッフ数名と
共に、2015 年度は 6 月 20 日、8 月 8 日、12 月 19 日、2016 年度は 5 月 28 日、7 月 9
日、12 月 17 日（いずれも土曜日）に実施。両年度とも本学の COC 事業、鈴鹿国際
交流協会助成事業である。なお、この WS は、鈴鹿市の定住外国人自立支援 NPO に
よって企画・運営されたワークショップを踏襲しつつ、本学の WS として改良したも
のである。NPO による活動の詳細は伊藤（2014）を参照されたい。 
（４）桜井（2005, p.37）は「ライフストーリーはかならずしも語り手があらかじめ保持
していたものとしてインタビューの場に持ち出されたものではなく、語り手とイン
タビュアーとの相互行為をとおして構築されるもの」だとする５）。本研究の DML は、
語り手（DML 発表者）と聞き手（筆者）がインタビューの場を持ち、対話し、共に
ストーリーを作り上げたことから、ライフストーリーの一形態だと考える。 
（５）デジタルストーリーとは、制作者がコンピューターを利用し、デジカメ画像、スキ
ャナで取り込んだ写真や絵、マウスで書いた画像などを、制作者自身が録音した語
り（ナレーション）でつなげていく「お話」である。そのストーリーを制作・発表
することをデジタルストーリーテリング（DST）という（須曽野, 2010）。DST の世
界での広がりについては、土屋（2015）を参照のこと。 
（６）発表者のプライバシー保護のため、DML 制作日程、WS 発表及び事後インタビューの
具体的な日時は公表しない。インタビューは筆者の研究室で行った。 
（７）語りの中の記号は、桜井（2002, pp.177-180）を応用した。鉤括弧「」は発表者の
発話や表現等の引用、丸括弧（）は補うことで文脈が明確になる補足である。丸括
弧内のドット（・）は発話内の沈黙や休止を表し、（・）は約 1 秒を目安とする。 
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